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１．概要（Summary） 

本研究では梯子型電により生成される誘電泳動力を

用いてマイクロ流路を流れる粒子と細胞の間隔、速度、

そして流路内のある位置を通過する時のタイミングを制

御できるピッチングマシンのような機能を開発し、マイクロ

流体デバイスに導入して試験を行った。本技術では、主

流方向に粒子を加速と減速させる領域を周期的に形成

し、それを一定の周期でオン・オフすることで粒子と細胞

を平衡位置に収束させ、流れの中で整列することができ

る。ここではポリスチレンマイクロ粒子と Jurkat 細胞を用

いて実証試験を行った結果を示す。 

 

【利用した主な装置】 

A08：レジスト塗布装置 

A10：レジスト現像装置 

B01：多元スパッタ装置（仕様Ａ） 

A03：レーザー直接描画装置 

 

２．実験（Experimental） 

マイクロ流路は SU-8（MicroChem）で形成した流路と

Pt薄膜電極を成膜したガラス基板を上下壁として構成さ

れる。流路の上流には粒子を捕集するためのレール型

電極が付設され、その下流に粒子を整列する梯子型電

極を付設する。流路に公称粒径 12mのポリスチレン粒

子または Jurkat細胞を懸濁した溶液を供給し、梯子型

電極にて主流方向の間隔と同期制御を行い、その様子

を高速度カメラで撮影して解析を行った。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

Fig. 1に梯子型電極の出口における粒子とJurkat細

胞の様子を撮影した画像を示す。Fig. 2 では粒子や細

胞の間隔の確率密度分布を示す。両図から粒子と細胞

の間隔は梯子型電極の周期領域の整数倍の長さと等し

く、粒子や細胞が整列されることを示している。 この他 

に粒子速度やタイミングを整理できることを実証し、その

原理も数値解析により検討をした（業績参照）。 
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(a) 12m particles at outlet 

 

(b) Jurkat cells at the outlet 

 

Fig. 1 Particles and Jurkat cells aligned with 

even space by the ladder-type electrodes. 
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Fig. 2 PDF of the interval between particles and 

cells. 


